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概要 

Abstract 

  

歯の発生には多くの転写因子群が作用し、細胞の増殖から形態形成までコント

ロールされている。我々は、包括的な遺伝子スクリーニングから Basic-helix-

loop-helix タイプの新規転写因子 AmeloD と、エナメル芽細胞に発現する

Sox21を同定し、その機能解析を行なってきた。AmeloD及び Sox21の遺伝子

欠損マウスは、いずれもエナメル質形成不全を呈するが、これら転写因子の歯

原性上皮での発現は時期が異なっており、それぞれ独立した機能を有している

ことが示唆された。AmeloD欠損マウスは、上皮幹細胞から内エナメル上皮に分

化した段階で発現し、E-カドヘリンの発現を制御していることが明らかとなった。

一方、Sox21 は、BMP シグナルにおける Smad の発現制御に関わり、上皮細

胞の間葉転換（EMT）の抑制に関与していることが明らかとなった。これら２つの

転写因子は、相互に発現制御を行いながら、時期特異的な転写因子の発現制

御に寄与していた。本セミナーでは、これら転写因子により歯原上皮の細胞分化

メカニズムと、エナメル質形成への役割について紹介する。 
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